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資料３

第６回 五ヶ瀬川水系等浸水被害及び土砂災害軽減対策協議会

平成30年度の実施取組内容



1

国土交通省 延岡河川国道事務所

平成30年度の実施取組内容
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策



○ハザードマップの作成や訓練等に活用できるように、想定最大クラスの被害イメージ映像を作成した。
○要配慮者施設管理者を対象とした講習会で、避難計画の検討支援として被害イメージ映像を提供した。
○広く訓練等に活用できるようにホームページで閲覧できるように設定した。（2019.3.28 ホームページにアップ）

■要配慮者避難確保計画講習会に関する記事

③ハザードマップの作成や訓練等への活用に関する情報提供及び避難計画等を反映した洪水及び土砂
災害ハザードマップの策定・周知 【水害や土砂災害の危険性を周知するためのイメージ映像の提供】

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に
関する講習会では、決壊前における内水等の浸水拡
大のイメージを示し、避難のタイミングを検討する
際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

参加人数：約●人

要配慮者施設講習会での情報提供（H31.2.7実施)

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■成果

■今後に向けて

延岡河川国道事務所

2019年2月13日
夕刊デイリー

想定最大クラスの被害イメージ映像の提供

2019年2月15日
宮崎日日新聞

○想定最大クラスの被害イメージ映像を広く活用さ
れるように閲覧サイトの情報を周知していく予定。

情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例
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■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像
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http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

この映像はYouTubeでも視聴できます。
https://youtu.be/QawMCp4UVV8

ここをクリック！

ここをクリック！

五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の紹介 ～想定最大クラスの水害への備え～

①トップページ

ここからでも選択で
きますが、新着順な
のでスクロールして
ご覧ください。

②水防災意識社会再構築ビジョン

協議会の資料はこちらで
確認できます

③五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像

○国土交通省延岡河川国道事務所のホームページ及びYouTubeから視聴できます。



○第1回会議では、防災に関する基礎知識を学んだ後に、まち歩きとマイハザードマップづくりを行った。
○第2回会議では、避難のタイミングを検討するタイムラインの検討を行った。
○第3回会議では、定期的に訓練でマイハザードマップとコミュニティタイムラインを確認することとした。

・自治会役員との連携も明確化されて動きやすくなる。
・繰り返し見直してより良いマップにしていこうと思う。
・災害における対策を考える時間となり良かった。
・日頃から意識づけがとても大切。
・自分の家が浸水するのがはっきり理解できた。
・危険箇所の発見と災害に対する再認識を持つことができた。
・各自が危険と認識し、努力することにします。
・避難に対する認識の甘さを改めて感じた。
・今後の災害時に早めに避難することを心がけようと思う。
・自主防災の大切さを改めて意識した。
・住み慣れた地区だが危険区域が多くあり関心が持てた。
・災害が起きる前に判断が出来るようにしたい。
・災害時の準備、心の準備など勉強になった。
・この事を町民全体に浸透していけば良いと思う。

⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【三須地区におけるマイハザードマップ・コミュニティタイムライン作成】

○住民自身が、いつ、
どこに避難するかを考
え、避難時の注意点を
共有した。定期的にマ
イハザードマップやコ
ミュニティタイムライ
ンを確認する活動につ
ながった。

○今回、三須地区で実施したマイハザードマップやコミュニティタイムラ
イン作成に用いた資料を研修セットとして防災推進員に提供し、他の地区
で防災教育を展開するための支援を行う予定である。既に資料は防災推進
員に提供済みであり、防災訓練で活用予定である。

第1回会議（H30.12.2実施) 第2回会議（H30.12.16実施) 第3回会議（H31.1.27)

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■成果

■今後に向けて ～防災推進員を通して他地域へ展開～

延岡河川国道事務所
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■参加者の感想 ~日頃からの動機づけが大切～

マイハザードマップづくり コミュニティタイムライン作成 全員で最終確認



⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【第１回三須地区マイハザードマップづくり】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【第２回三須地区マイハザードマップづくり】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【第３回三須地区マイハザードマップづくり】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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○防災授業【流れる水のはたらき】では、航空写真や模型（地形確認）、雨量計、水害写真を提供した。
○防災授業【自然災害を防ぐ】では、昨年提供した防災学習ツール（説明用パワーポイント、洪水の仕組み
を理解するための模型など）を用いて、今年度も5年生を対象に継続して防災授業が実施された。

⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【防災授業継続実施：岡富小学校】

○延岡河川国道事務所が岡富小学校へ提供した防災学習資料を活用して、
昨年と同様に小学5年生を対象に、継続して防災授業が実施されている。

○防災授業で活用できる防災学習支援セットを市内の小学校すべてに提供
する予定。提供する際に、説明書を添付し、支援ツールの使い方や事例を
紹介し、教員が自ら授業を実施できるように配慮した。

防災授業【流れる水のはたらき】（H30.11.6実施)

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■成果

■今後に向けて

延岡河川国道事務所
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■国土交通省延岡河川国道事務所から情報提供

防災授業【自然災害を防ぐ】（H31.2.26実施)

~防災学習支援セットを市内の小学校に提供～

水害映像 水害イメージ映像 水害マップ
水害写真集



⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【防災授業の支援：岡富小学校（流れる水のはたらき）】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【防災授業の支援：岡富小学校（自然災害を防ぐ）】 昨年から継続実施

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【自治会、小学生、要配慮者施設管理者を対象にした防災教育の推進】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所

○住民を対象としたマイハザードマップづくりの会議で、水害や土砂災害の危険性を示す写真や映像を紹介した。
○小学生を対象にした防災授業では、昨年度と同様に水害写真集や模型等を用いて実施された。⇒継続実施
○要配慮者避難確保講習会で、五ヶ瀬川流域における想定最大クラスの被害イメージ映像を紹介した。

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、避難のタイミング
を検討する際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

岡富小学校における防災授業(H31.2.26実施) 要配慮者避難確保講習会(H31.2.7実施)マイハザードマップづくり(H30.12.2実施)

■成果

■今後に向けて

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

自治会を対象にした防災教育 小学生を対象にした防災教育
※昨年から継続実施

要配慮者施設管理者を対象にした防災教育

○想定最大クラスの被害イ
メージ映像を広く活用され
るように閲覧サイトの情報
を周知していく予定。

ホームページで閲覧可能

イメージ映像閲覧用のアドレス
クリック！
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五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え



⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【要配慮者避難確保計画：講習会】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進 【要配慮者避難確保計画：ワークショップ】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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⑥各地域の連携強化のために、地域防災マップ作成の出前講座を開講
【三須地区におけるマイハザードマップ・タイムライン作成】再掲

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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○第1回会議は、防災に関する基礎知識の習得とまち歩きとマイハザードマップづくりを行った。
○第2回会議は、避難のタイミングを検討するタイムラインの検討を行った。
○第3回会議は、今後の運用について定期的に訓練等でマイハザードマップとタイムラインを確認することを決定した。

・自治会役員との連携も明確化されて動きやすくなる。
・繰り返し見直してより良いマップにしていこうと思う。
・災害における対策を考える時間となり良かった。
・日頃から意識づけがとても大切。
・自分の家が浸水するのがはっきり理解できた。
・危険箇所の発見と災害に対する再認識を持つことができた。
・各自が危険と認識し、努力することにします。
・避難に対する認識の甘さを改めて感じた。
・今後の災害時に早めに避難することを心がけようと思う。
・自主防災の大切さを改めて意識した。
・住み慣れた地区だが危険区域が多くあり関心が持てた。
・災害が起きる前に判断が出来るようにしたい。
・災害時の準備、心の準備など勉強になった。
・この事を町民全体に浸透していけば良いと思う。

○今回、三須地区で実施したマイハザードマップやタイムライン作成に用
いた資料を研修セットとして防災推進員に提供し、他の地区で防災教育を
展開するための支援を行う予定である。既に資料は防災推進員に提供済み
であり、5月に防災訓練で活用予定である。

第1回会議（H30.12.2実施) 第2回会議（H30.12.16実施) 第3回会議（H31.1.27)

■成果

■今後に向けて ～防災推進員を通して他地域へ展開～

■参加者の感想 ~日頃からの動機づけが大切～
○住民自身が、いつ、
どこに避難するかを考
え、避難時の注意点を
共有した。定期的にマ
イハザードマップやタ
イムラインを確認する
活動につながった。

マイハザードマップづくり タイムライン作成 全員で最終確認



⑦平時からの水防災意識の向上を図るためのまるごとまちごとハザードマップの整備
【まるごとまちごとハザードマップの標記設置場所の選定】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所
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○学校、公民館、商店街、JR付近など多数の人に確認されやすい場所を考慮し、標識の設置場所の選定を
行った。選定にあたっては、防災学習した効果を発揮できる場所への設置も考慮するなど、避難の動機づけ
が行われている箇所への設置についても留意し選定を行った。

学校

商店街

JR付近

公民館

防災学習（まち歩き）のルート沿いに設置す
れば防災学習効果が高まる可能性がある

地域住民が買い物やイベント等で多数集ま
るので、確認さやすい

市外からの来訪者が通過するため多数の
人に確認されやすい

防災講習会等など地域住民が集まる場とな
るため、学んだ知識を生かせる

正門付近の通学路は各方面からの学生が
通過するので多数の学生に確認されやすい

岡富小学校正門

防災学習のまち歩きを想定したルート 水害マップ

キング理容店 宮崎太陽銀行

岡富小学校正門

水害写真がある箇所をつないだ防災学
習におけるまち歩きルート上に標識を
設置すれば効果的である

水害写真がある箇所
に標識を設置すれば、
過去の水害と想定最大
規模の水位を確認する
ことができる。

キング理容店

宮崎太陽銀行

水害時の写真 現況

○標識を設置する場所の選定（案）について、作成することができた。

○今回、選定した結果を自治体に情報提供し、今後に向けて標識を設置す
るための調整を行う予定である。

■今後に向けて ～自治体との連携～

■成果

標識の設置場所の選定の考え方

標識の設置場所の工夫（防災学習した効果を発揮できる場所への設置）標識の設置のイメージ



⑨水位周知河川等の指定について検討・調整や簡易な方法を活用した情報提供など水害や土砂災害の
危険性の周知促進 【水害や土砂災害の危険性を周知するためイメージ映像の提供】 再掲

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所

○ハザードマップの作成や訓練等に活用できるように、想定最大クラスの被害イメージ映像を作成した。
○要配慮者施設管理者を対象とした講習会で、避難計画の検討支援として被害イメージ映像を提供した。
○広く訓練等に活用できるようにホームページで閲覧できるように設定した。（2019.3.28 ホームページにアップ）

■要配慮者避難確保計画講習会に関する記事

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に
関する講習会では、決壊前における内水等の浸水拡
大のイメージを示し、避難のタイミングを検討する
際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

参加人数：約●人

要配慮者施設講習会での情報提供（H31.2.7実施)

■成果

■今後に向けて
2019年2月13日
夕刊デイリー

想定最大クラスの被害イメージ映像の提供

○想定最大クラスの被害イメージ映像を広く活用さ
れるように閲覧サイトの情報を周知していく予定。

情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

2019年2月15日
宮崎日日新聞
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⑩浸水実績や土砂災害実績等の情報共有及び住民等への周知
【住民会議、要配慮者講習会、ホームページによる情報の周知】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡河川国道事務所

○住民を対象としたマイハザードマップづくりの会議で、水害や土砂災害の危険性を示す写真や映像を紹介した。
○要配慮者講習会で、平成17年台風14号の水害映像の紹介、防災情報の入手方法について情報提供を行った。
○ホームページで、五ヶ瀬川流域における水害や土砂災害の被害イメージ映像を紹介した。

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、いつ避難すべきか
タイミングを検討する際の参考情報を示すことができた。

要配慮者講習会(H31.1.9実施) 要配慮者講習会(H31.2.7実施)
■成果

■今後に向けて

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

浸水実績等の紹介 水害写真・水害映像の紹介

○想定最大クラスの被害イ
メージ映像を広く活用され
るように閲覧サイトの情報
を周知していく予定。

ホームページで閲覧可能

イメージ映像閲覧用のアドレス
クリック！
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被害イメージ映像の紹介

マイハザードマップづくり(H30.12.2実施)

五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え



④洪水氾濫による被害軽減のための広域避難を含めた避難計画の検討
【広域避難における課題抽出図の提供】

２）情報伝達、避難計画等に関する事項

○自治体（延岡市）が広域避難を検討する上で留意すべき課題を課題抽出図として作成し、延岡河川国道事
務所から自治体へ情報提供を行った。
○課題抽出図には、土砂崩れによる避難路（国道218号）の寸断、道路冠水による大渋滞・避難の困難化（国
道10号）等の課題を地図に明記し、現実的な避難計画が検討できるように支援を行った。

■今後の予定

■成果と課題
○土砂崩れによる避難路（国道
218号）の寸断、道路冠水による
大渋滞・避難の困難化（国道10
号）等の課題を地図に明記するこ
とで、広域避難における課題を可
視化できた。これにより当該地区
の特性を踏まえた現実的な避難計
画の検討が可能となった。

○自治体の方で広域避難の課題を
踏まえ、現実的な避難計画の検討
を進める予定。

延岡河川国道事務所

19

当該地区の特性を踏まえた
現実的な避難計画の検討

広域避難における
課題の明確化



⑤法律で義務化された要配慮者利用施設における避難確保計画の策定促進及び避難訓練等の支援
【要配慮者避難確保計画の支援】

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 延岡河川国道事務所

○第1回講習会では、平成17年台風14号の水害映像の紹介、防災情報の入手方法について情報提供を行った。
○第2回講習会では、要配慮者の避難確保計画の参考情報として、五ヶ瀬川流域における想定最大クラスの被
害イメージ映像やマイハザードマップ及びタイムラインの作成事例について紹介を行った。

第1回講習会(H31.1.9実施) 第2回講習会(H31.2.7実施) マイハザードマップとタイムラインの紹介

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例
○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、避難のタイミング
を検討する際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

■成果

■今後に向けて

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を広く活用されるように
閲覧サイトの情報を周知してい
く予定。

ホームページで閲覧可能

イメージ映像閲覧用のアドレス
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五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え



①洪水氾濫による被害の軽減のため、民間企業や福祉施設等と連携した指定避難所・指定緊急避難場所の確保
【要配慮者避難確保計画の支援】再掲

３）迅速かつ安全な避難に資する施設整備に関する事項 延岡河川国道事務所

○第1回講習会では、平成17年台風14号の水害映像の紹介、防災情報の入手方法について情報提供を行った。
○第2回講習会では、要配慮者の避難確保計画の参考情報として、五ヶ瀬川流域における想定最大クラスの被
害イメージ映像やマイハザードマップ及びタイムラインの作成事例について紹介を行った。

第1回講習会（H31.1.9実施) 第2回講習会（H31.2.7実施)

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例
○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、いつ避難すべきか
タイミングを検討する際の参考情報を示すことができた。

■成果

■今後に向けて

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

○想定最大クラスの被害イ
メージ映像を広く活用され
るように閲覧サイトの情報
を周知していく予定。

ホームページで閲覧可能

五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え

イメージ映像閲覧用のアドレス
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マイハザードマップとタイムラインの紹介
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①浸水時の迅速な社会インフラの機能回復のための緊急排水計画等の検討
【排水作業準備計画】

４）社会システムの回復に資する事項 延岡河川国道事務所

○浸水の早期解消を目指し、排水ポンプ車のアクセス及び配置が可能な箇所の抽出を行い、早期の緊急輸送
路の啓開、防災拠点等の浸水解消を図ることを目的として排水作業準備計画書を作成した。
○排水作業準備計画書には、排水ポンプ車の配置箇所までの進入ルートや配置可能台数等を整理した。

○事前に排水作業準備計画を作成しておくこ
とで、決壊による氾濫後の早期浸水解消に向
け、排水ポンプ車の配置箇所や進入ルートの
判断を迅速に検討・調整することができる。

○関係者に周知していく予定である。
■今後の予定

■成果

氾濫状況に応じた排水ポンプ車の進入ルートを記載

排水ポンプ車の設置場所を記載

排水ポンプ車の待機場所の候補地及び駐車可能台数を記載■排水作業準備計画書（一部抜粋） 現地写真を記載



②企業で働く人々の家族・地域を守るための、企業向け水防災啓発活動の取組支援
【延岡市における被害様相図の情報提供】

４）社会システムの回復に資する事項 延岡河川国道事務所
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○災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携した水防訓練を実
施できるように、延岡市における被害様相（水害）を整理した図を地域企業に提供した。

地域企業への情報提供

○土砂災害による道路寸断や
道路冠水による通行止めなど、
延岡市における水害の被害様
相が訓練被害想定を検討する
際の参考となった。

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を訓練で活用できるよう
閲覧サイトを周知していく予定。

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

■今後の予定

■成果



③地域の社会システムを円滑に回復するため、地域企業の水害BCP作成支援等の企業防災
の取組推進 【延岡市における被害様相図の情報提供】再掲

４）社会システムの回復に資する事項 延岡河川国道事務所
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○災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携した水防訓練を実
施できるように、延岡市における被害様相（水害）を整理した図を地域企業に提供した。

地域企業への情報提供

○土砂災害による道路寸断や
道路冠水による通行止めなど、
延岡市における水害の被害様
相が訓練被害想定を検討する
際の参考となった。

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を訓練で活用できるよう
閲覧サイトを周知していく予定。

■今後の予定

■成果

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/



⑤災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携し
た水防訓練を実施 【延岡市における被害様相図の情報提供】再掲

４）社会システムの回復に資する事項 延岡河川国道事務所

25

○災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携した水防訓練を実
施できるように、延岡市における被害様相（水害）を整理した図を地域企業に提供した。

地域企業への情報提供

○土砂災害による道路寸断や
道路冠水による通行止めなど、
延岡市における水害の被害様
相が訓練被害想定を検討する
際の参考となった。

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を訓練で活用できるよう
閲覧サイトを周知していく予定。

■今後の予定

■成果

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/



26

② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策



①地域の社会経済活動を継続するための大規模工場等への水害リスクの情報提供及び自衛水防（企業
水防）の取組強化 【延岡市における被害様相図の情報提供】再掲

２）地域の防災組織構築の推進及び体制強化に関する事項 延岡河川国道事務所
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○災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携した水防訓練を実
施できるように、延岡市における被害様相（水害）を整理した図を地域企業に提供した。

地域企業への情報提供

○土砂災害による道路寸断や
道路冠水による通行止めなど、
延岡市における水害の被害様
相が訓練被害想定を検討する
際の参考となった。

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を訓練で活用できるよう
閲覧サイトを周知していく予定。

■今後の予定

■成果

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/



②水害時における地域企業BCP作成支援等の企業防災の取組推進
【延岡市における被害様相図の情報提供】再掲

２）地域の防災組織構築の推進及び体制強化に関する事項 延岡河川国道事務所
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○災害時に地域の社会経済システムを迅速に回復するために、関係機関と地域企業が連携した水防訓練を実
施できるように、延岡市における被害様相（水害）を整理した図を地域企業に提供した。

地域企業への情報提供

○土砂災害による道路寸断や
道路冠水による通行止めなど、
延岡市における水害の被害様
相が訓練被害想定を検討する
際の参考となった。

○想定最大クラスの被害イメー
ジ映像を訓練で活用できるよう
閲覧サイトを周知していく予定。

■今後の予定

■成果

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/



④防災体制強化のため、各地区で防災推進員等による勉強会を実施し組織結成率を向上
【防災推進員への研修セットの提供】

２）地域の防災組織構築の推進及び体制強化に関する事項 延岡河川国道事務所
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○地域リーダー（防災推進員等）が地域住民に防災教育を行うための支援ツールを提供した。
○支援ツールは、地域リーダーが自ら活用できるように、マイハザードマップ（まち歩きと避難経路の確認
の仕方）とタイムライン（避難のタイミングの検討）の作成手順を事例をつけて分かるように示した。

○防災推進員が研修セットを使って地域住民を対
象に避難経路やタイミングを考える講習会を実施
する予定である。（5月の訓練で活用予定）

○今回、三須地区で実施したマイハザードマップ
やタイムライン作成に用いた資料を研修セットと
して防災推進員に提供し他の地区で防災教育を展
開することとなった。これにより地域の人材に
よって継続的に実践的な防災を学ぶ機会が増える
ことで防災体制を強化する仕組みづくりができた。

■成果

■今後に向けて
～防災推進員を通して他地域へ展開～

■防災体制強化のしくみづくり

国土交通省延岡河川国道事務所

地域リーダー（防災推進員等）

地域住民

地域リーダーへ研修セットの提供

研修セットを活用した勉強会の実施

各地域で展開

~地域の人材による継続的な勉強会等の実施～

作成事例
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策



○第1回会議は、防災に関する基礎知識の習得とまち歩きとマイハザードマップづくりを行った。
○第2回会議は、避難のタイミングを検討するタイムラインの検討を行った。
○第3回会議は、今後の運用について定期的に訓練等でマイハザードマップとタイムラインを確認することを決定した。

・自治会役員との連携も明確化されて動きやすくなる。
・繰り返し見直してより良いマップにしていこうと思う。
・災害における対策を考える時間となり良かった。
・日頃から意識づけがとても大切。
・自分の家が浸水するのがはっきり理解できた。
・危険箇所の発見と災害に対する再認識を持つことができた。
・各自が危険と認識し、努力することにします。
・避難に対する認識の甘さを改めて感じた。
・今後の災害時に早めに避難することを心がけようと思う。
・自主防災の大切さを改めて意識した。
・住み慣れた地区だが危険区域が多くあり関心が持てた。
・災害が起きる前に判断が出来るようにしたい。
・災害時の準備、心の準備など勉強になった。
・この事を町民全体に浸透していけば良いと思う。

①防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
水防災教育等の推進【再掲】 【三須地区におけるマイハザードマップ・タイムライン作成】再掲

第1回会議（H30.12.2実施) 第2回会議（H30.12.16実施) 第3回会議（H31.1.27)

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項

■成果

■今後に向けて ～防災推進員を通して他地域へ展開～

延岡河川国道事務所
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■参加者の感想 ~日頃からの動機づけが大切～
○住民自身が、いつ、
どこに避難するかを考
え、避難時の注意点を
共有した。定期的にマ
イハザードマップやタ
イムラインを確認する
活動につながった。

○今回、三須地区で実施したマイハザードマップやタイムライン作成に用
いた資料を研修セットとして防災推進員に提供し、他の地区で防災教育を
展開するための支援を行う予定である。既に資料は防災推進員に提供済み
であり、5月に防災訓練で活用予定である。

マイハザードマップづくり タイムライン作成 全員で最終確認



②地域の連携強化のための地域防災マップ作成の出前講座【再掲】
【三須地区におけるマイハザードマップ・タイムライン作成】再掲

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所
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○第1回会議は、防災に関する基礎知識の習得とまち歩きとマイハザードマップづくりを行った。
○第2回会議は、避難のタイミングを検討するタイムラインの検討を行った。
○第3回会議は、今後の運用について定期的に訓練等でマイハザードマップとタイムラインを確認することを決定した。

・自治会役員との連携も明確化されて動きやすくなる。
・繰り返し見直してより良いマップにしていこうと思う。
・災害における対策を考える時間となり良かった。
・日頃から意識づけがとても大切。
・自分の家が浸水するのがはっきり理解できた。
・危険箇所の発見と災害に対する再認識を持つことができた。
・各自が危険と認識し、努力することにします。
・避難に対する認識の甘さを改めて感じた。
・今後の災害時に早めに避難することを心がけようと思う。
・自主防災の大切さを改めて意識した。
・住み慣れた地区だが危険区域が多くあり関心が持てた。
・災害が起きる前に判断が出来るようにしたい。
・災害時の準備、心の準備など勉強になった。
・この事を町民全体に浸透していけば良いと思う。

第1回会議（H30.12.2実施) 第2回会議（H30.12.16実施) 第3回会議（H31.1.27)

■成果

■今後に向けて ～防災推進員を通して他地域へ展開～

■参加者の感想 ~日頃からの動機づけが大切～
○住民自身が、いつ、
どこに避難するかを考
え、避難時の注意点を
共有した。定期的にマ
イハザードマップやタ
イムラインを確認する
活動につながった。

○今回、三須地区で実施したマイハザードマップやタイムライン作成に用
いた資料を研修セットとして防災推進員に提供し、他の地区で防災教育を
展開するための支援を行う予定である。既に資料は防災推進員に提供済み
であり、5月に防災訓練で活用予定である。

マイハザードマップづくり タイムライン作成 全員で最終確認



③自ら判断して避難できる人材育成を目的とした学校、自治会、自主防災組織等への水防災教育の推進
【防災学習指導計画の堤供】

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所

33

地域リーダー
（消防団、防災推進員等）

流域
住民

学校現場の方
（教員等）

避難経路の検討
（マイハザードマップ）

避難のタイミングの検討
（コミュニティタイムライン）

地域リーダーが避
難経路や避難のタ
イミングを住民に
教える資料として
活用できます。

教員が防災授業「自然災害を防ぐ」
で、「自分たちの命を守るためにで
きることは何か」について子供たち
に考えさせるための資料として活用
できます。

防災学習指導計画
（地域リーダー向け）

防災学習指導計画
（学校現場向け）

対象 対象

○防災学習指導計画は、流域住民に対して防災学習を指導する立場にある地域リーダー（消防団、防災推進
員等）や学校現場の方（教員等）を対象に、水防災教育としています。



③自ら判断して避難できる人材育成を目的とした学校、自治会、自主防災組織等への水防災教育の推進
【防災学習指導計画の一例：地域リーダー向け】

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所
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地域リーダーの役割

研修セットの中身

資料の一例

進め方のフロー



③自ら判断して避難できる人材育成を目的とした学校、自治会、自主防災組織等への水防災教育の推進
【防災学習指導計画の一例：学校現場向け】 マイハザードマップの作成

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所
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③自ら判断して避難できる人材育成を目的とした学校、自治会、自主防災組織等への水防災教育の推進
【防災学習指導計画の一例：学校現場向け】タイムラインの作成

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所

想定最大クラスの雨が降ったときの水害マップ（平成17年のときの約1.3倍の雨の量）

防災の授業（１コマ目）
～水害の怖さを知り、自分たちでできることを考える～

①単元導入 延岡市内で起こった水害写真と映像で水害の怖さを知る

水害のときにどんな
ことが困るかな

日頃からどんなこと
が準備できるかな

避難すると
ころがわか

らない

水が浸かっ
て歩けない

どこに逃げ
れば安全な
のかわから

ない

強い風で木
が倒れたり

する

夜だと暗く
て道が良く
見えない

避難所を確
認しておく

避難訓練を
する

むかしの水
害があった
ところを

知っておく

家族でやく
そくごとを
決めておく

防災の授業（２コマ目）
～避難のタイミングを確認、タイムラインをつくる～

①避難のタイミングを考える 被害の映像を見て避難のタイミングを考える
この映像は実際に平成
17年に延岡市で起こっ
た災害の映像です。

実際に市内で起こった映像を見て水害の怖さを知る

現在と水害時を比べて水害の怖さを知る市内で起こった水害の映像を見て水害の怖さを知
る

②自分たちでできることを考える  グループごとに集まり、自分たちでできることを意
見交換してもらいます。

 意見交換はフセン紙とワークシートを活用します。

国や市に行って確認してみよう
①地域で起こり得る災害について確認してみよう
②防災情報の発信について確認してみよう
③避難についての取組について確認してみよう

②タイムラインをつくる いつどのような行動をとるかを整理する

③成果を発表する 成果を発表し、お互いの気づきについて考えを共有する

おうちに帰って家の人と実際に避難について考えみよう！

平成17年の水害の写真を現在と比較したもの
です。こうなる前に避難しないといけない！

次の授業で実際に国土交通省や
市役所に行ってどんな情報が
でるか確認してみよう！

最大クラスの水害がきたらどうなるか考えてみよう

もし、想定される最大の水害になっ
たらどうなると思う？
平成17年の雨の1.3倍の雨が降った
として考えてみよう！

タイムラインづくり

水害の写真を見てふだんとの違いを知る

各班で発表

僕たちの班は。。

いつ、どのような行動をとるかをフセン紙に書き出す

国土交通省から提供された情報
を参考に考えてみる

市役所に聞いてみよう

国土交通省に聞いてみよう

台風発生から被害が
発生するまでのビデ
オを見て、いつ避難
するべきかを考える

フセン紙とワークシートを
使ってできることを書き出す
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⑤防災意識の啓発を目的とした防災研修会やワークショップ等の開催
【自治会、小学生、要配慮者施設管理者を対象にした防災教育の推進】再掲

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所

○住民を対象としたマイハザードマップづくりの会議で、水害や土砂災害の危険性を示す写真や映像を紹介した。
○小学生を対象にした防災授業では、昨年度と同様に水害写真集や模型等を用いて実施された。⇒継続実施
○要配慮者避難確保講習会で、五ヶ瀬川流域における想定最大クラスの被害イメージ映像を紹介した。

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、避難のタイミング
を検討する際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

岡富小学校における防災授業(H31.2.26実施) 要配慮者避難確保講習会(H31.2.7実施)マイハザードマップづくり(H30.12.2実施)

■成果

■今後に向けて

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

自治会を対象にした防災教育 小学生を対象にした防災教育
※昨年から継続実施

要配慮者施設管理者を対象にした防災教育

○想定最大クラスの被害イ
メージ映像を広く活用され
るように閲覧サイトの情報
を周知していく予定。

ホームページで閲覧可能

五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え

イメージ映像閲覧用のアドレス
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１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所

⑨水位周知河川等の指定について検討・調整や簡易な方法を活用した情報提供など水害や土砂災害の
危険性の周知促進【再掲】 【水害や土砂災害の危険性を周知するためイメージ映像の提供】 再掲

○ハザードマップの作成や訓練等に活用できるように、想定最大クラスの被害イメージ映像を作成した。
○要配慮者施設管理者を対象とした講習会で、避難計画の検討支援として被害イメージ映像を提供した。
○広く訓練等に活用できるようにホームページで閲覧できるように設定した。（2019.3.28 ホームページにアップ）

■要配慮者避難確保計画講習会に関する記事

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に
関する講習会では、決壊前における内水等の浸水拡
大のイメージを示し、避難のタイミングを検討する
際の参考情報を分かりやすく示すことができた。

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

参加人数：約●人

要配慮者施設講習会での情報提供（H31.2.7実施)

■成果

■今後に向けて
2019年2月13日
夕刊デイリー

想定最大クラスの被害イメージ映像の提供

○想定最大クラスの被害イメージ映像を広く活用さ
れるように閲覧サイトの情報を周知していく予定。

情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

2019年2月15日
宮崎日日新聞
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１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 延岡河川国道事務所

⑩浸水実績や土砂災害実績等の情報共有及び住民等への周知【再掲】
【住民会議、要配慮者講習会、ホームページによる情報の周知】再掲

○住民を対象としたマイハザードマップづくりの会議で、水害や土砂災害の危険性を示す写真や映像を紹介した。
○要配慮者講習会で、平成17年台風14号の水害映像の紹介、防災情報の入手方法について情報提供を行った。
○ホームページで、五ヶ瀬川流域における水害や土砂災害の被害イメージ映像を紹介した。

○要配慮者施設管理者を対象とした避難確保計画に関する講習会では、
決壊前における内水等の浸水拡大のイメージを示し、いつ避難すべきか
タイミングを検討する際の参考情報を示すことができた。

要配慮者講習会(H31.1.9実施) 要配慮者講習会(H31.2.7実施)マイハザードマップづくり(H30.12.2実施)

■成果

■今後に向けて

■五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例情報提供した五ヶ瀬川流域における被害イメージ映像の一例

http://www.qsr.mlit.go.jp/nobeoka/

浸水実績等の紹介 水害写真・水害映像の紹介

○想定最大クラスの被害イ
メージ映像を広く活用される
ように閲覧サイトの情報を周
知していく予定。

ホームページで閲覧可能

五ヶ瀬川流域における被害イメージ
～想定最大クラスの水害への備え

イメージ映像閲覧用のアドレス
クリック！

被害イメージ映像の紹介
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40

宮崎地方気象台

平成30年度の実施取組内容
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策
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２）情報伝達、避難計画等に関する事項

【取組概要】
〇防災気象情報の改善として、「警報級の可能性」、「大雨警報（浸水害）の危険度分布」等をスマートフォン版
ホームページを本年1月に作成しました。現在、利用推進中です。
〇「大雨警報（浸水害）の危険度分布」は、平成29年度出水期からホームページ（PC版）で提供開始しており、GPS機
能を利用しスマートフォンからも使い易くしました。
〇火山（霧島山関連）情報も確認しやすい画面としました。

■成果と課題

〇気象台のホームページの中から、天気予報・ア
メダスや、災害時にご覧いただくことの多い気象情
報や大雨・洪水の危険度分布、霧島山の火山情
報などをコンパクトにまとめ、スマートフォンから容
易に情報入手が可能となった。

〇洪水警報の危険度分布等、スマートフォンの
GPS機能により所在地での危険度を確認できるよう
になった。
〇住民への周知が不足している。
■令和元年度の予定

〇出前講座、各種会議等を利用し、住民への普及
啓発活動を実施する。

ＱＲコード
ご利用ください。

宮崎地方気象台

⑧ICTを活用した洪水情報・大雨警報情報・土砂災害警戒情報の提供
【ICTを活用した洪水情報・大雨警報情報・土砂災害警戒情報の提供】
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宮崎県砂防課

平成30年度の実施取組内容
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策
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宮崎県砂防課

④確実な情報伝達のためのホットラインによる行政間の緊急連絡体制の確認・検討

１）防災活動の効率化及び防災体制の強化に関する事項

○内閣府により「避難勧告等に関するガイドライン」が改訂され、「警戒レベル」が５月２９日より導入さ
れます。土砂災害危険度と関連付けると、警戒レベル２が「注意」、警戒レベル３が「警戒」、警戒レベル
４が「危険度１，２，３」に当てはまります。なお、ホットラインのタイミングは今までと変わりません。
○情報を迅速に発信するため、「土砂災害警戒情報の根拠資料」の様式を変更します。

【警戒レベル導入に伴うホットライン（土砂災害）注意事項】

市
月 日 時 分現在

警戒レベル４ 相当情報（ 土砂災害）

◆該当市町村：

土砂災害警戒情報を発表しました

発信元 宮崎県砂防課

住民に対する情報の周知をお願いします。

立ち退き避難が困難な場合は、 近隣の安全な建物への

避難や屋内での安全確保も有効な手段であることを住民

に周知してく ださい。

県砂防課 ﾒｰﾙ 県土木事務所 該当市町村ﾒｰﾙ or FAX

県土木事務所は下記のとおり、当資料を市町村へメール＆周知してください。

土砂災害危険度レベルの状況変化については、

以下のURL（『宮崎県総合河川砂防情報システム』）

にて確認をお願いします。

http://kasen.lan.pref.miyazaki.jp/

【タイムライン】
警
戒
レ
ベ
ル
を
反
映

※ホットライン
（1回目）

※ホットライン
（２回目）

※水防体制の確立 ※水防体制の確立

※ホットライン
（２回目）

市
月 日 時 分現在

土砂災害警戒情報を発表しました

◆該当市町村：
発信元 宮崎県砂防課

土砂災害危険度レベルは下図のとおり です。

今後の土砂災害危険度レベルの状況変化について、 『 宮崎県総合
河川砂防情報システム』 による監視をお願いします。

現在、このエリアの土砂災害の危険度が高くなっています。
今後の監視をお願いします。

住民に対する情報の周知をお願いします。

また、 「 避難準備・ 高齢者等避難開始」 や「 避難勧告」 の検討を

お願いします。

立ち退き避難が困難な場合は、 近隣の安全な建物への避難や屋

内での安全確保も有効な手段であることを住民に周知してく ださ

い。

特に要配慮者利用施設に対しては、 早めに情報を提供していた

だく よう お願いします。

県砂防課 ﾒｰﾙ 県土木事務所 該当市町村ﾒｰﾙ or FAX

県土木事務所は下記のとおり、当資料を市町村へメール＆周知してください。

旧様式

新様式
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延岡土木事務所

平成30年度の実施取組内容
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ハード対策
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○五ヶ瀬川 水防災事業を実施中 平成３０年度は細見地区で輪中堤整備を推進
○北川 水防災事業を実施中 平成３０年度は差木野地区等で宅地嵩上げによる浸水対策を推進
○祝子川 広域河川改修事業を実施中 平成３０年度は桑平地区で護岸整備を推進

■令和元年度の予定
○五ヶ瀬川では、細見地区の輪中堤整備を推進します。
○北川では、差木野地区等で宅地嵩上げによる浸水対策を推進します。
○祝子川では、宇和田地区の堤防補強対策や大野地区の樋門工事等を推進します。
○防災・減災、国土強靱化のための３か年緊急対策により、河川の樹木伐採、掘削
を実施します。

①整備計画規模に対応した河道掘削等の実施

１）洪水を河川内で安全に流す対策

五ヶ瀬川 細見地区 北川 差木野地区 祝子川 桑平地区

延岡土木事務所
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○平成３０年度施工箇所 砂防 ３箇所 急傾斜 ６箇所
○平成３０年度事業費 Ｃ＝３８８百万円（補正予算含む）

①土砂災害から住民を守るための施設の整備を行う

２）土砂災害から住民を守るための対策

○ハード対策により、人家、避難路等の保全が図られた。
○今後も計画的にハード対策を推進していく。
○また、ハード対策に合わせ、必要に応じて津波避難路の整備を行っていく。

三足地区 浦尻第２地区

延岡土木事務所
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○身近な河川の水位を住民の方に情報提供できるよう危機管理型水位計の設置（N=２０基）を推進。
○３月までに７基が完成し、残る１３基についても７月までに設置を完了する予定。

○身近な地区を流れる河川において、洪水時の水位情報を住民の方々にお示しすることにより、
避難を判断するための材料になるものと期待しています。

⑧安定した雨量・水位情報等を提供できるよう観測局等の機能の向上を図るとともに適切な
維持管理に努める

４）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤整備

国や県のウェブサイトで公開。

【凡例】

既存水位局
危機管理型水位計

設置例：小川梅木橋（北浦町）

【危機管理型水位計の設置】

延岡土木事務所
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策



○ 五ヶ瀬川、祝子川、北川、小川 洪水浸水想定区域図作成及び公表
○ 沖田川 洪水浸水想定区域図作成及び公表

①想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域図等の策定・公表

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■洪水浸水想定区域図の見直しと公表
○ 洪水浸水想定区域図について、これまでの計画規模のものから、想定し得る最大規模の降雨
（概ね１０００年に１回の確率）を前提とした洪水によるものを作成することとなり、延岡土木事務所で
は、管理する河川の水位周知区間（５河川）について、浸水想定区域図の作成を進めてきました。

○ 五ヶ瀬川、祝子川、北川、小川については、平成３０年１２月に公表。
○ 残る沖田川についても、平成３１年３月に公表したところ。
○ 近年、施設計画を越える豪雨災害が発生するなか、人命を守り、社会経済の被害の最小化を図るための
対策を検討し、準備しておくための基礎資料になるものと期待。

■洪水浸水想定区域図作成個所 ■洪水浸水想定区域図作成例

延岡土木事務所
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【想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域図等の公表】
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策
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○平成３０年度延岡地区防災対策会議の実施
○平成３０年度延岡地区防災訓練の実施

⑤迅速かつ円滑な防災対応のための関係機関が連携した水防訓練や情報伝達訓練の実施

１）防災活動の効率化及び防災体制の強化に関する事項

延岡地区防災対策会議（Ｈ３０.５.１６実施）

参加人数：約４０人

延岡地区防災訓練（Ｈ３０.５.２５実施）

参加人数：約５０人

○北川川坂地区において、大規模な出水による堤防破堤の危険性が
高まったことを想定し、水防警報の伝達訓練、ホットラインによる市へ
の情報伝達、関係団体へ協定に基づく対応の要請、現地において水
防工法の実習を行った。

○大規模災害時の応急対策業務等について県と協定を結んでいる団
体と、国土交通省、延岡土木事務所、延岡市で出水期前に会議を行
い、平成１７年の大水害を教訓にしながら、大規模災害発生時の連絡
体制、協定内容、資機材の備蓄状況等の確認を行い、今後起こりうる
大規模災害発生時の防災対策に備えた。

＜効果＞

・連絡体制、対応範囲、備蓄資材等について国、県、市、協定締
結団体との情報共有が図られた。
・各団体の状況、今後必要な対応等について意見交換ができた。

＜課題＞
・継続的な取り組みが必要

（参加団体）

延岡土木事務所、延岡市、延岡地区建設業協会、宮崎県舗
装協会、宮崎県法面保護協会、宮崎県測量設計業協会、県
北生コン協同組合、宮崎県産業資源循環協会、宮崎県クレー
ン協会、宮崎県警備業協会、稲尾リース（株）

延岡土木事務所
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策



②地域の連携強化のための地域防災マップ作成の出前講座 【門川町によるマイハザードマップ作成の支援】再掲

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項

56

○近年では、全国各地で土砂災害による甚大な被害が発生し、多くの方が犠牲となっている。 県では
災害時に身を守るために有効とされているマイハザードマップ（地域防災マップ）の作成を推進している。

○平成３０年度は、門川町西門川地区においてマイハザードマップの作成を支援した。

【ハザードマップ作成までの流れ】
1. 現地確認
2. 机上確認 （住民・防災士・市町村・県）
3. マップ作成
4. マップのデータ化・印刷（県）

現場確認状況 完成図

マイハザードマップ

マップ作成状況

延岡土木事務所
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県民の方々に土砂災害防止に対する理解と関心を一層深めていただくとともに、土砂災
害から身を守るための防災知識の普及・啓発を図っています。
その一環として小学生を対象とした土砂災害防止教室、要配慮者の避難行動を補助する

立場の要配慮者利用施設の職員等を対象とした「土砂災害防止講座」を実施しました。

③自ら判断して避難できる人材育成を目的とした学校、自治会、自主防災組織等への水防災教育の推進

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項

土砂災害防止講座（H３０．６．１０)

参加人数：約33人
土砂災害防止教室(岡富小)（H30.5.19実施)

参加人数：約49人

○平成３０年度土砂災害防止講座の実施
○平成３０年度土砂災害防止教室の実施

土砂災害防止講座（若葉地区）（H30.6.10実施)

延岡土木事務所
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西臼杵支庁

平成30年度の実施取組内容



59

ハード対策



西臼杵支庁
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１）洪水を河川内で安全に流す対策

○平成17年台風19号の出水により、日之影町役場付近市街地で床上浸水85戸、床下浸水26戸という未曾有
の被害が発生。これを解消するため、輪中堤･宅地嵩上げによる土地利用型水防災事業に平成19年度から着
手。本年度10月頃、竣工予定。
○事業内容 輪中堤 L=1,430ｍ、宅地嵩上げ N＝66戸 総事業費 約50億円

①整備計画規模に対応した河道掘削等の実施

被災時

完成
下日之影地区(特殊堤) 東日之影地区(宅地嵩上) 新日之影地区(特殊堤)

(R元年度完)

【五ヶ瀬川・日之影川土地利用一体型水防災事業】
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西臼杵支庁１）洪水を河川内で安全に流す対策

○国土強靱化３ヶ年緊急対策事業により、治水安全度を計画的に向上させるため、平成30年度から
五ヶ瀬川他3河川において、堆積土砂、河川内支障木撤去を実施。

○日之影地区では、日之影川合流部に堆積し河口閉塞を起こしている土砂について、五ヶ瀬川本川の流
向等を考慮し緊急的に除去し、河道断面を確保した。
今後は、県で行う自然豊かな水辺の工法研究会にて、経過観察を行なう。

①整備計画規模に対応した河道掘削等の実施 【日之影川合流部における堆積土砂の除去】



○既設水位観測局を補完し水位観測を行い、的確な避難判断に資するため、管内３町に6基の避難危機管理型
水位計を設置。

○内３基、H31.3月より運用を開始、３基、７月運用開始予定。

⑧安定した雨量・水位情報等を提供できるよう観測局等の機能の向上を図るとともに適切な維持管理に努める
【危機管理型水位計の設置】

４）避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤整備

○氾濫の危険性がある住宅地に設置したことで、水防
活動の他、地域住民が、スマ－トフォン、パソコンに
より河川水位情報を容易に入手することができ、避難
判断情報として、早期の避難等が可能となった。

「川の水位情報」ホームページ ※河川情報センター

神代川の危機管理型水位計 観測事例

西臼杵支庁
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策



○ 五ヶ瀬川、三ヶ所川において、洪水浸水想定区域図作成及び公表

①想定し得る最大規模の降雨を対象とした洪水浸水想定区域図等の策定・公表

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■洪水浸水想定区域図の見直しと公表
○ 洪水浸水想定区域図について、これまでの計画規模のものから、想定し得る最大規模の降雨
（概ね１０００年に１回の確率）を前提とした洪水によるものを作成することとなり、西臼杵支庁で
は、管理する河川の水位周知区間（2河川）について、浸水想定区域図の作成を進め、平成３０年
１２月に公表。

○ 近年、施設計画を越える豪雨災害が発生するなか、人命を守り、社会経済の被害の最小化を図るための
対策を検討し、準備しておくための基礎資料になるものと期待。

■洪水浸水想定区域図作成個所 ■洪水浸水想定区域図作成例

64

西臼杵支庁
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策
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○大規模災害時に、迅速かつ的確に対応するため、関係市町村、消防、警察、建設業協会等の関係団体との
連携、緊急連絡体制の確認と情報伝達方法について確認を行った。

○国道２１８号で大規模な土砂災害が発生したことを想定し、ドロ－ンを用いて現地画像の送受信を行い、
災害時の安全が確認できない段階での、現場確認の手法として実効性を確認した。

■今年度の防災対策会議の成果

⑤迅速かつ円滑な防災対応のための関係機関が連携した水防訓練や情報伝達訓練の実施【再掲】

参加人数：約50人防災対策会議.訓練（H30. 5. 29実施)

○平成30年度の訓練では、初期の被災状況等の
把握のための手段として、ドロ－ンの使用が
非常に有用であることが確認出来た。

訓練時の国道218号 ドロ－ン画像

○降雨が残る状況、強風下での使用が課題と
なる。

受信

西臼杵支庁１）防災活動の効率化及び防災体制の強化に関する事項
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策
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①防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
水防災教育等の推進【再掲】

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項

○日之影小学校の土砂災害防止教室では、土砂災害が起きやす
い地形、気象条件等を説明した後、グル－プ形式で、学校周
辺の地形図を読み取り、個々で意見交換を行うなど、自主性
に富んだ講習会となった。

○高千穂町で行った、土砂災害防止講座においては、特に高齢者
が早期避難の重要性を認識された。
同時に行われた、消防による緊急蘇生法の講座もあり、負傷
者を想定してより実践的なものとなった。
地域市町村と連携し、このような取り組みを継続することで
自助、共助力向上を図りたい。

参加人数：約40人

日之影小土砂災害防止教室（H30.6.5実施)

高千穂町土砂災害防止講座（H30.6.3実施)

○管内の小学校を対象に、土砂災害の啓発を図るため、管内３町で、土砂災害防止教室を開催した。
○管内の３町で、町が実施する土砂災害避難訓練にあわせ土砂災害防止講座を開催した。

三ヶ所小土砂災害防止教室（H30.6.25実施)

参加人数：約20人

（ 同左 危険箇所机上確認状況 )

西臼杵支庁
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延岡市

平成30年度の実施取組内容
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策
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④要配慮者等を対象にした避難体制の確立及び避難方法の周知

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 延岡市

◆避難行動要支援者名簿の整備
○避難行動要支援者の安全対策を地域防災計画に規定（名簿に登載する者の範囲、避難支援等関係者、名簿
の活用、名簿に掲げる事項、管理など）
○避難行動要支援者避難支援プランの検討

※同意確認 ※個別計画の策定 ※発災時又は発災のおそれがある場合の対応

◆避難支援等関係者に対する趣旨の説明と同意文書の発送が完了
◆今後は、避難行動要支援者名簿の管理を行い、同意を得られた方については、地区に対し避難計画や個別
計画の策定を依頼

◆発災時や発災のおそれがある場合に、避難行動要支援者名簿を基に避難支援等関係者が避難支援等を実施
する体制を構築



１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

⑩浸水実績や土砂災害実績等の情報共有及び住民等への周知
⑪浸水被害軽減地区の指定促進

延岡市

◆五ヶ瀬川・北川 土地利用一体型水防災事業に伴う災害危険区域の指定（※Ｌ１洪水における対応でありＬ２洪水ではない）
○建築基準法第３９条及び延岡市災害危険区域に関する条例第２条の規定に基づいて、災害危険区域を指定している。
○災害危険区域とは、土地利用一体型水防災事業の対象となる河川の区間で氾濫を許容する区域に、住居の用に供する建築物の建築を制限
するため、条例で一定の規制をかけることにより、洪水に対する安全性を確保するもの。
○宅地嵩上げ工事などのハード整備については、宮崎県が実施している。
○災害危険区域の指定に関する内容については、市ホームページに掲載している。

●●●●●（H●. ●. ●実施)

※災害危険区域指定地区の一部
◆災害危険区域の指定状況 全４６地区
・平成１９年 ３月３１日 告示第１５２号（ ５地区） ： 夕府地区・山瀬地区・白石地区・野上地区・屋形原地区
・平成２０年 ５月１９日 告示第１５８号（ ５地区） ： 樫谷地区・小川地区・下崎地区・笠下地区・桑水流地区
・平成２０年 ５月２８日 告示第１７０号（１９地区） ： 家田地区・川坂地区・橋岸地区・野峰地区・岩の口地区・元郵便地区・舞見田地区・伊良原地区

六条地区・細見地区・深瀬地区・足久地区・白木地区・市棚地区・尾平地区・西之脇地区・猪之島地区
栗木地区・石原地区

・平成２０年 ９月１６日 告示第２９７号（ １地区） ： 瀬口地区
・平成２０年１１月 ６日 告示第３４６号（ ２地区） ： 伍領地区・鹿越地区
・平成２０年１２月 ９日 告示第３７８号（ ２地区） ： 貝の畑地区・中三輪地区
・平成２１年 １月２０日 告示第 ２０号（ １地区） ： 川水流地区
・平成２１年 ４月 ８日 告示第１０９号（ ５地区） ： 俵野地区・本村地区・飛石地区・平野地区・日の谷地区
・平成２１年１１月１２日 告示第３３４号（ ３地区） ： 岡元地区・細見地区・中三輪地区（※拡大して再指定。）
・平成２２年 ５月２５日 告示第１６１号（ １地区） ： 差木野地区
・平成２２年 ９月１６日 告示第２８２号（ １地区） ： 須佐地区
・平成２９年 ２月２２日 告示第 ４３号（ １地区） ： 大峡地区

※宅地嵩上げのイメージ図 ※宅地嵩上げの施工事例
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⑤法律で義務化された要配慮者利用施設における避難確保計画の策定促進及び避難訓練
等の支援 【要配慮者避難確保計画作成のための支援】

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 延岡市

○平成29年6月の「水防法」「土砂災害防止法」改訂により、洪水浸水区域及び土砂災害警戒区域内に位置
する「福祉施設」「学校施設」「医療施設」などの「要配慮者利用施設」において、災害から利用者の身を
守るため「避難確保計画の作成」及び「避難訓練の実施」が義務化された事を受け、平成31年1月9日に、
要配慮者利用施設の管理者・所有者を対象に、作成に関する講習会を開催
〇避難確保計画の作成を支援するために、平成31年2月6日、7日に「災害時に安全に避難する方法」「災害
時に安全に避難する為の体制」をテーマにワークショップを開催

○現時点において「避難確保計画」の作成義務があり、講習会等を受講した要配慮者利用施設４３９施設については、
令和元年10月中に避難確保計画の提出を求める。

○県及び市においては、各施設を所管する各部局等が、計画について確認をおこない、必要な場合は助言を行う。
○今後、新たに追加された施設については、速やかに避難確保計画が作成できるよう、関係機関と連携し支援を行う。

■今後の計画
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作成に関する講習会（H31.1.9実施) 作成の為のワークショップ（H31.2.6実施) 作成の為のワークショップ（H31.2.7実施)

【講習会及びワークショップ参加団体数：２４１団体】
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策



○延岡市には、自主防災組織が6月1日現在で278組織が結成されており、その組織率は82.73％と高い水準
となっている。
○各地区の自主防災組織は、防災訓練や防災講話をとおして、防災に対する知識、意識、技術の向上を図る
とともに、自助・共助の精神を身につける取り組みを行っている。

◆30年度訓練等実績

④防災体制強化のため、各地で防災推進員による勉強会を実施し、組織結成率を向上。
⑤災害時の円滑な防災対応のため、自主防災組織が主体となる防災訓練の取り組み支援。

【水害、土砂災害対応訓練】

延岡市2)地域の防災組織構築の推進及び体制強化に関する事項

実施回数 参加人数 うち水防関係 参加人数

防災訓練 80 12039 9 1107

防災講話 189 9364 17 741

◆成果・課題・今後の予定
○自主防災組織の組織率、活動状況を見ても、市民の防災に関する意識は高まっている。
○今後も訓練、講話を継続し、ハザードマップ等を活用することによって地域の特徴や危険個所を自らが知り、洪水・土砂災
害に対する防災意識の向上を図りたい。

5/20水防訓練 10/20 惣領9/21 塩浜
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策
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◆自主防総会における防災研修会
○総会開催時に防災研修会を毎回開催し、洪水災害や土砂災害に関する記念講演を実施している。
◆自主防瓦版の発行
○自主防災組織連絡協議会事務局による「自主防瓦版」の発行

◆防災研修会内容
○平成２９年度自主防総会(平成２９年６月３０日)
①「洪水災害に備える」
国土交通省 延岡河川事務所 調査第１課 小野 富生 様

○平成３０年度自主防総会(平成３０年７月５日)
①「土砂災害から身を守るために」
砂防ボランティア 今村 宏美 様 前田 安徳 様

②「洪水災害に備える」
国土交通省 延岡河川事務所 調査第１課 塩塚 大輔 様

⑤防災意識の啓発を目的とした防災研修会やワークショップ等の開催
⑦平時からの防災意識の醸成のためのテレビ、インターネット、ラジオ、広報誌等のマスメディアによる水防活動の発信

延岡市1)水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項

平成３０年度自主防総会における防災研修会

◆自主防瓦版について
○消防本部警防課内にある自主防災組織連絡
協議会事務局が毎月１回発行し、各地区の
自主防災組織の訓練の様子や各種防災情報
を発信し、市民の防災意識の向上の一翼を
担っている。
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高千穂町

平成30年度の実施取組内容
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ハード対策
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○河川氾濫防止のため護岸工事を行った。（L型水路工）
①土砂災害から住民を守るための施設の整備を行う

２）土砂災害から住民を守るための対策 高千穂町

位置図 施工前

施工後
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○河川氾濫防止のため護岸工事を行った。（ふとん籠工）
①土砂災害から住民を守るための施設の整備を行う

２）土砂災害から住民を守るための対策 高千穂町

位置図 施工前

施工後
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○交通の安全確保のため落石防止工を行った。
①土砂災害から住民を守るための施設の整備を行う

２）土砂災害から住民を守るための対策 高千穂町

位置図

施工後

施工前
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○法面土砂崩壊防止のため切土工・法面工を行った。
①土砂災害から住民を守るための施設の整備を行う

２）土砂災害から住民を守るための対策 高千穂町

位置図

施工後

施工前
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策
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⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
防災教育等の推進

⑨水位周知河川等の指定について検討・調整や簡易な方法を活用した情報提供など水害や土砂災害の
危険性の周知促進 【土砂災害防災訓練】

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項 高千穂町

○平成30年6月3日に台風接近を想定した全国統一土砂災害防災訓練を実施（上押方・下押方・片内地区：
254世帯595名対象）
○関係機関、地域の人たち278名が参加。
○自主防災組織の運営訓練（自主避難の判断、情報伝達訓練、要配慮者の避難支援訓練）、自衛隊による住
民搬送、警察・消防団・自衛隊による巡回、関係機関の情報伝達訓練、消防団の無線訓練、西臼杵消防本部
による救急救命講習、西臼杵支庁土木課による土砂災害講習が行われた。

○自主防災組織を中心とした、公民館住民の避難訓練、情報伝達訓練、要配慮者の
避難支援訓練を行い地区住民の防災意識向上を図れた。
また、出水期前に関係機関の顔合わせができ、情報伝達などの体制確認ができた。

令和元年6月2日
8：40～11：30
岩戸地区で開催予定

■成果と課題 ■令和元年度の予定

自主防災組織協議の様子 自衛隊による住民搬送の様子 消防本部による救急救命講習の様子
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①避難勧告発令に着目したタイムラインの検証及び改善に向けた情報伝達訓練の実施

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 高千穂町

○平成30年6月3日に台風接近を想定した全国統一土砂災害防災訓練を実施（上押方・下押方・片内地区：
254世帯595名対象）
○関係機関、地域の人たち278名が参加。
○自主防災組織の運営訓練（自主避難の判断、情報伝達訓練、要配慮者の避難支援訓練）、自衛隊による住
民搬送、警察・消防団・自衛隊による巡回、関係機関の情報伝達訓練、消防団の無線訓練、西臼杵消防本部
による救急救命講習、西臼杵支庁土木課による土砂災害講習が行われた。

○自主防災組織を中心とした、公民館住民の避難訓練、情報伝達訓練、要配慮者の
避難支援訓練を行い地区住民の防災意識向上を図れた。
また、出水期前に関係機関の顔合わせができ、情報伝達などの体制確認ができた。

令和元年6月2日
8：40～11：30
岩戸地区で開催予定

■成果と課題 ■令和元年度の予定

自主防災組織協議の様子 自衛隊による住民搬送の様子 消防本部による救急救命講習の様子

【土砂災害防災訓練】再掲
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策
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⑤迅速かつ円滑な防災対応のための関係機関が連携した水防訓練や情報伝達訓練の実施

１）防災活動の効率化及び防災体制の強化に関する事項 高千穂町

○平成30年6月3日に台風接近を想定した全国統一土砂災害防災訓練を実施（上押方・下押方・片内地区：
254世帯595名対象）
○関係機関、地域の人たち278名が参加。
○自主防災組織の運営訓練（自主避難の判断、情報伝達訓練、要配慮者の避難支援訓練）、自衛隊による住
民搬送、警察・消防団・自衛隊による巡回、関係機関の情報伝達訓練、消防団の無線訓練、西臼杵消防本部
による救急救命講習、西臼杵支庁土木課による土砂災害講習が行われた。

○自主防災組織を中心とした、公民館住民の避難訓練、情報伝達訓練、要配慮者の
避難支援訓練を行い地区住民の防災意識向上を図れた。
また、出水期前に関係機関の顔合わせができ、情報伝達などの体制確認ができた。

令和元年6月2日
8：40～11：30
岩戸地区で開催予定

■成果と課題 ■令和元年度の予定

自主防災組織協議の様子 自衛隊による住民搬送の様子 消防本部による救急救命講習の様子

【土砂災害防災訓練】再掲
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⑤災害時の円滑な防災対応のため、自主防災組織が主体となる防災訓練実施の取組支援

２）地域の防災組織構築の推進及び体制強化に関する事項 高千穂町

○平成30年6月3日に台風接近を想定した全国統一土砂災害防災訓練を実施（上押方・下押方・片内地区：
254世帯595名対象）
○関係機関、地域の人たち278名が参加。
○自主防災組織の運営訓練（自主避難の判断、情報伝達訓練、要配慮者の避難支援訓練）、自衛隊による住
民搬送、警察・消防団・自衛隊による巡回、関係機関の情報伝達訓練、消防団の無線訓練、西臼杵消防本部
による救急救命講習、西臼杵支庁土木課による土砂災害講習が行われた。

○自主防災組織を中心とした、公民館住民の避難訓練、情報伝達訓練、要配慮者の
避難支援訓練を行い地区住民の防災意識向上を図れた。
また、出水期前に関係機関の顔合わせができ、情報伝達などの体制確認ができた。

令和元年6月2日
8：40～11：30
岩戸地区で開催予定

■成果と課題 ■令和元年度の予定

自主防災組織協議の様子 自衛隊による住民搬送の様子 消防本部による救急救命講習の様子

【土砂災害防災訓練】再掲
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策
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①防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓
練、水防災教育等の推進

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 高千穂町

○平成30年6月3日に台風接近を想定した全国統一土砂災害防災訓練を実施（上押方・下押方・片内地区：
254世帯595名対象）
○関係機関、地域の人たち278名が参加。
○自主防災組織の運営訓練（自主避難の判断、情報伝達訓練、要配慮者の避難支援訓練）、自衛隊による住
民搬送、警察・消防団・自衛隊による巡回、関係機関の情報伝達訓練、消防団の無線訓練、西臼杵消防本部
による救急救命講習、西臼杵支庁土木課による土砂災害講習が行われた。

○自主防災組織を中心とした、公民館住民の避難訓練、情報伝達訓練、要配慮者の
避難支援訓練を行い地区住民の防災意識向上を図れた。
また、出水期前に関係機関の顔合わせができ、情報伝達などの体制確認ができた。

令和元年6月2日
8：40～11：30
岩戸地区で開催予定

自主防災組織協議の様子

■成果と課題 ■令和元年度の予定

自衛隊による住民搬送の様子 消防本部による救急救命講習の様子

【土砂災害防災訓練】再掲
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日之影町

平成30年度の実施取組内容
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策
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○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

⑤防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえ
た防災訓練、防災教育等の推進 【防災訓練、土砂災害講話】

防災訓練

日之影町

土砂災害講話 救命講習

１）平時からの住民等への周知・訓練に関する事項

■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」
○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

■成果と課題

■令和元年度の予定

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）
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①避難勧告発令に着目したタイムラインの検証及び改善に向けた情報伝達訓練の実施

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 日之影町

○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

防災訓練 土砂災害講話 救命講習
■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」

○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

■成果と課題

■令和元年度の予定

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）

【防災訓練、土砂災害講話】再掲
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⑤法律で義務化された要配慮者利用施設における避難確保計画の策定促進及び避難訓練等の支援

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 日之影町

■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」
○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

■令和元年度の予定

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）

○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

防災訓練 土砂災害講話

【防災訓練、土砂災害講話】再掲

■成果と課題
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⑨浸水想定区域内又は土砂災害警戒区域内にある要配慮者利用施設の市町村地域防災計画における
速やかな指定

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 日之影町

■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」
○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

■令和元年度の予定

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）

○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

防災訓練 土砂災害講話

【防災訓練、土砂災害講話】再掲

■成果と課題
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② 洪水氾濫及び土砂災害による被害を地域や企業のみ
んなで軽減、防災組織・体制強化のための水防活動の取組

ソフト対策
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日之影町

⑤迅速かつ円滑な防災対応のための関係機関が連携した水防訓練や情報伝達訓練の実施

１）防災活動の効率化及び防災体制の強化に関する事項

■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」
○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

■成果と課題

■令和元年度の予定

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）

○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

防災訓練 土砂災害講話 救命講習

【防災訓練、土砂災害講話】再掲
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③ みずからの自助力、みんなの共助力向上のための防災
教育の推進の取組

ソフト対策
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①防災組織、自治会、学校教育機関、企業、福祉施設等を対象とした防災意識調査を踏まえた防災訓練、
水防災教育等の推進

１）水害・土砂災害の教訓の伝承及び水防災教育の推進に関する事項 日之影町

○日之影町では、毎年、土砂災害全国統一防災訓練に合わせて、防災避難訓練を平成21年より実施している。

■第10回「土砂災害・全国統一防災訓練」
○訓練を通じて避難所・避
難経路の周知、住民避難及
び避難支援、住民の防災意
識の高揚が図られた。資機
材の災害発生時に使用でき
るよう、定期的な点検・確
認が必要と感じた。

○令和元年６月２日（日）
９：００～１２：００
八戸地区（四ヶ惣・大川

平・梁崎）で開催予定

災害時要援護者の支援

■成果と課題

■令和元年度の予定

土砂災害講話 救命講習

１．目的
土砂災害に対する防災訓練を実施し、土砂災害危険箇所及び避難所・避難経路の周知、土砂災害警戒
情報の発表、土砂災害警戒情報を補足する情報の提供、土砂災害警戒情報に基づく避難勧告の発令・
解除、住民避難及び避難支援、住民の防災意識の高揚等、警戒避難体制の整備を図るものである。

２．実施日及び時間
平成３０年６月３日（日） ９：００～１２：００

３．訓練対象地区
日之影町 八戸地区 （八戸上・八戸本町）

４．訓練参加機関等
①対象地区の住民、自主防災組織 ②市町村、消防団、消防支援隊、宮崎地方気象台
③宮崎県砂防課、宮崎県危機管理課、西臼杵支庁、西臼杵広域行政事務組合消防本部

５．訓練参加人数 住民１０１名
６．訓練内容

①情報の収集・伝達 ②避難勧告等の発令 ③避難所の開設・運営 ④災害時要援護者への支援
⑤防災意識の向上

７．講習会
①支庁土木課による土砂災害講話②西臼杵広域消防本部・女性消防団員による救命講習（心肺蘇生法等）

【防災訓練、土砂災害講話】再掲
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五ヶ瀬町

平成30年度の実施取組内容
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① みずからが水害及び土砂災害の教訓を忘れず、迅速か
つ安全な避難、社会システムの回復に資するための取組

ソフト対策
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①避難勧告発令に着目したタイムラインの検証及び改善に向けた情報伝達訓練の実施

【要配慮者施設訓練及び防災講話】

２）情報伝達、避難計画等に関する事項 五ヶ瀬町

※目的
全国統一防災訓練にあわせて、住民の防災意識の高揚等・情報連絡の体制、消防団との連携を図ることを目的に、気象台・
県・西臼杵支庁・町（対策本部）の情報伝達訓練及び選定した地区による避難訓練及び要配慮者施設の避難訓練を実施した。

※内容「大雨警報、土砂災害警戒情報発令」
西臼杵支庁⇔町（災害対策本部）⇔対象地区・地元消防団との情報伝達訓練
『大雨警報、土砂災害警戒情報を元に避難準備情報「自主避難の呼びかけ」避難勧告等の発令、広域避難所開設、要援護者
避難支援、消防団巡回訓練』

※選定地区（成果と課題）
第11行政区「参加者約100名」 ごかせ荘「約15名」
訓練を通じて住民一人ひとりが防災に対する考え方（自助）隣近所での避難呼びかけ（共助）要援護者に対する地域での取り
組み方について再確認ができた。「ごかせ荘：地元消防団との連携確認ができた」

※防災講話
西臼杵支庁の防災講和、西臼杵広域行政事務組合消防本部による救急救命講座（ＡＥＤ）を実施。

※訓練参加機関
対象地区の住民（自主防災組織）、五ヶ瀬町、消防団、宮崎地方気象台、宮崎県（砂防課・危機管理課・西臼杵支庁）
西臼杵消防本部

要配慮者施設訓練状況
（H30.6.3実施)

防災講話（H30.6.3実施) 救命講座（H30.6.3実施)
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